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ラチアルシフェリンアナログの合成と発光活性 
発光巻き貝ラチア(Latia neritoids )はニュージーランド北島を流れる小川に
棲息しており、一生を淡水中にて過ごす唯一の発光生物である。刺激を与えるこ
とにより外套膜より黄緑色(λmax = 536 nm)の発光液を分泌する。ラチアの発光系は、
ルシフェリン-ルシフェラーゼ反応(Ｌ-Ｌ反応)を示すことが報告されている。 
ラチアルシフェリン 1 は、発光活性に必須のエノールエステル構造と、酵素認識に重要な2,6,-
トリメチルシクロヘキセン環を有する。ラチア生物発光反応は、側鎖のエノールエステルが加水分
解され、エノラートアニオンが生成することから始まる(Sheme 1)と考えられているが、発光メカ
ニズムは未 不明な点が多い。 
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Scheme 1. Bioluminescence reaction of Latialuciferin. 
チア生物発光のメカニズム解明研究の一環とし、ラチアルシフェリンアナログ 2～6 を
の発光活性を評価した。また、アナログ 7 10 の発光反応生成物分析とルシフェラー
Km測定を行った。 
heme 2. Synthesis of luciferin ans. 
合成したアナログ 2～6 の発光活性 
 1 のようになった。       
を有するアナログ 7 からは、酵素による加
ン 12 が生成していた。発光活性の無いアナ
、酵素による加水分解物 13 が生成してい
光活性との相関が見られた。 
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  Fig. 1 Bioluminescent activities of  
Latia lucifern analogs.
水分解物であるアルデヒド体 11 と、オキシ
ログ 8 においても、エノールエステル構造
た。 
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ces of  Latialuciferin and the analogs.  
